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一
　
は
じ
め
に

　
小
論
の
問
題
意
識
は
、『
西
洋
事
情
』
外
編
と
二
編
の
時
期
に
現
れ
る
福
沢
の
人
間
観
を
、
そ
の
権
利
と
義
務
に
焦
点
を
当
て
て
具
体

的
に
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
期
に
福
沢
が
読
ん
だ
西
洋
の
経
済
書
に
現
れ
て
い
る
「
労
働
」
概
念
が
『
学
問
の
す
ゝ

め
』
初
編
の
「
学
問
」
概
念
と
類
似
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
人
間
の
義
務
と
し
て
の
「
労
働
」
と
「
学
問
」
概
念
に
つ
い
て
も
考
察
す

る
こ
と
を
試
み
る
。

　
福
沢
の
人
間
観
に
関
し
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
人
間
と
関
わ
る
概
念
で
あ
る
「
自
由
」
や
「
平
等
」、「
天
」
と

い
っ
た
用
語
を
福
沢
が
ど
う
理
解
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
か（
1
）ら、
西
洋
書
物
と
の
関
係
を
究
明
し
た
実
証
的
研（
2
）究に
至
る
ま
で
様
々

な
研
究
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
福
沢
の
人
間
理
解
、
及
び
西
洋
書
物
に
現
れ
る
概
念
の
受
け
止
め
方
等
を
明
ら
か
に
し
、
福

沢
の
人
間
観
研
究
の
幅
を
広
げ
た
。
た
だ
し
、
人
間
観
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
の
具
体
的
な
発
現
に
ま
で
触
れ
て
い
る
研
究
は
極
め
て
少

な
い
。

　
そ
こ
で
小
論
で
は
、
よ
り
実
証
的
な
観
点
か
ら
権
利
と
義
務
概
念
を
分
析
し
、
福
沢
が
西
洋
か
ら
学
ん
だ
人
間
観
を
具
体
的
に
究
明
す

る
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
、
ま
た
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
以
下
の
点
に
注
目
し
た
。
ま
ず
、
初
期
福
沢
が
接
し
た

西
洋
書
物
の
多
く
が
経
済
書
、
法
律
書
等
政
治
思
想
と
は
違
う
領
域
の
物
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
注
目
し
、
政
治
思
想
分
野
で
人
間
観
を
検
討

す
る
根
本
的
な
理
由
を
考
察
し
、
初
期
福
沢
の
人
間
観
の
根
本
的
な
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
初
期
福
沢
著
作
の
多
く
が

翻
訳
書
で
、
福
沢
が
自
身
な
り
の
意
図
を
も
っ
て
編
集
を
加
え
た
こ
と
か
ら
、
翻
訳
に
お
い
て
福
沢
が
行
っ
た
省
略
や
追
加
部
分
、
ま
た

は
福
沢
が
著
作
に
翻
訳
し
な
か
っ
た
が
影
響
を
受
け
て
い
る
部
分
に
も
注
目
し
、
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
に
、
福
沢
の
初
期
の
発
言
と
晩

年
の
発
言
を
混
ぜ
あ
わ
せ
議
論
す
る
よ
り（
3
）は、『

西
洋
事
情
』
外
編
の
時
代
か
ら
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
に
至
る
時
期
ま
で
を
な
る
べ
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く
時
系
列
に
ま
と
め
て
福
沢
の
人
間
観
を
追
っ
て
い
く
。

二
　
西
洋
事
情
外
編

㈠
　『
西
洋
事
情
』
外
編
と
『
政
治
経
済
学
』

　『
西
洋
事
情
』
外
編
は
、
福
沢
が
著
作
の
中
で
初
め
て
社
会
の
中
の
「
人
間
」
と
い
う
存
在
に
対
す
る
具
体
的
な
考
察
が
行
わ
れ
て
い

る
著
作
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
編
の
執
筆
同
期
を
考
え
る
と
自
然
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　
外
編
は
基
本
的
に
翻
訳
書
で
あ
る
。
こ
の
種
本
は
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ル
・
バ
ー
ト
ン
（John H

ill Burton

）
の
『
政
治
経
済（
4
）学』
で
、
福
沢

は
こ
の
本
の
前
半
部
を
ほ
と
ん
ど
全
訳
し
て
載
せ（
5
）た。『
西
洋
事
情
』
初
編
の
続
き
を
書
く
予
定
で
あ
っ
た
福
沢
は
、「
思
ふ
に
本
編
総
目

の
順
序
に
従
て
其
事
を
記
せ
ん
が
如
き
は
、
唯
各
国
の
史
記
政
治
等
、
一
端
の
科
条
を
知
ら
し
む
る
の
み
に
て
、
未
だ
西
洋
普
通
の
事
情

を
尽
す
に
足
ら（
6
）ず」
と
、
表
の
事
情
だ
け
を
述
べ
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
中
で
福
沢
が

知
っ
た
バ
ー
ト
ン
の
『
政
治
経
済
学
』
は
、
西
洋
社
会
が
よ
っ
て
立
つ
前
提
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
、
福
沢
に
と
っ
て
「
天

啓
」
で
あ
っ（
7
）た。

　
以
前
の
福
沢
の
著
作
に
比
べ
て
、『
西
洋
事
情
』
外
編
の
記
述
方
式
や
問
題
意
識
は
全
く
異
な
る
。
外
編
以
前
の
福
沢
の
関
心
事
は
西

洋
の
「
外
様
」
で
あ
り
、
そ
の
記
述
方
式
は
項
目
別
、
百
科
事
典
式
羅
列
式
で
、
取
り
扱
っ
た
主
題
も
地
理
、
兵
式
、
旅
、
衣
食
住
等
で

あ
っ（
8
）た。
一
方
で
『
西
洋
事
情
』
外
編
は
物
事
の
原
理
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
よ
り
大
き
な
概
念
を
説
明
し
て
い
く
記
述

方
式
を
と
っ
て
い
る
。「
人
間
」、「
家
族
」
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ
な
部
分
を
論
じ
て
そ
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
基
盤
に
「
世
の
文

明
開
化
」、「
各
国
交
際
」、「
政
治
制
度
」
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
な
領
域
を
説
明
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
う
し
て
社
会
全
般
の
構
成
原
理
を
明
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ら
か
に
し
た
上
で
、
後
半
部
で
は
こ
の
よ
う
な
社
会
を
動
か
す
経
済
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
の
が
『
政
治
経
済
学
』
全
体
の
構

成
で
あ
る
。「
原
理
」（principle

）
に
注
目
す
る
と
い
う
福
沢
の
問
題
意
識
は
、
バ
ー
ト
ン
の
意
図
で
も
あ
っ
た
。『
政
治
経
済
学
』
の

「
ま
え
が
き
」（N

otice

）
で
、
バ
ー
ト
ン
は
「
政
治
経
済
の
原
理
を
知
る
こ
と
を
、
初
等
教
育
の
一
部
と
す
る
べ
き
」
と
述
べ
、
ま
た

「
社
会
や
道
徳
問
題
と
の
向
き
合
い
に
よ
っ
て
、
政
治
経
済
の
原
理
は
自
然
に
学
生
に
身
に
つ
く
こ
と
が
期
待
で
き（
9
）る」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
本
を
知
っ
た
福
沢
は
、『
西
洋
事
情
』
初
編
に
続
け
て
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
プ
ロ
シ
ア
を
論
ず
る
続
編
を
書
く

計
画
を
変
更
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
バ
ー
ト
ン
の
『
政
治
経
済
学
』
の
主
要
部
分
を
翻
訳
し
た
『
西
洋
事
情
』
外
編
を
出
版
し
）
10
（
た
。
物
事

の
原
理
探
求
の
対
象
に
は
そ
の
最
も
基
本
と
な
る
存
在
で
あ
る
「
人
間
」
も
入
っ
て
い
る
。
故
に
人
間
観
を
検
討
す
る
際
、『
西
洋
事

情
』
外
編
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
著
作
な
の
で
あ
る
。

㈡
　
政
治
的
人
間
観
と
経
済
的
人
間
観

　『
西
洋
事
情
』
外
編
に
現
れ
る
人
間
の
権
利
と
義
務
の
検
討
に
先
立
ち
、
ま
ず
政
治
学
と
経
済
学
に
お
い
て
「
人
間
観
」
の
意
味
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
バ
ー
ト
ン
の
経
済
書
か
ら
影
響
を
受
け
た
福
沢
の
人
間
観
が
、
政
治
思
想
で
一
般
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
人
間
観
と
違
っ
て
よ
り
功
利
的
で
あ
っ
た
点
を
究
明
す
る
。

　
政
治
思
想
に
お
い
て
人
間
観
を
検
討
す
る
理
由
は
何
か
。
例
え
ば
ロ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
政
治
権
力
と
い
う
権
利
﹇
と
ロ
ッ
ク
は
い
う
﹈
を
理
解
し
、
そ
れ
を
そ
の
根
源
か
ら
導
び
き
出
す
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
人
間
が
自
然
の
ま
ま
で

は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
11
（
い
。

人
間
観
を
検
討
す
る
理
由
は
政
治
権
力
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る
。
自
然
状
態
の
人
間
が
身
の
安
全
を
図
る
た
め
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に
、
あ
る
い
は
自
分
が
獲
得
し
た
財
産
を
守
る
た
め
に
、
人
間
同
士
で
契
約
を
結
び
、
自
分
た
ち
を
統
治
す
る
権
力
を
委
任
す
る
。
社
会

契
約
論
は
人
間
の
考
察
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
政
治
権
力
の
正
統
性
を
付
与
す
る
た
め
の
契
約
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
治
思
想

に
お
い
て
の
人
間
考
察
の
目
的
は
権
力
の
行
方
を
決
め
る
作
業
で
あ
る
政
治
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
政
治
権
力
問
題
の
一
環
と
し
て
の
人

間
考
察
は
ロ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
マ
キ
ア
ベ
リ
、
ホ
ッ
ブ
ス
、
ル
ソ
ー
等
、
政
治
思
想
に
お
い
て
人
間
の
考
察
を
行
っ
た
思
想
家
達
が
共

通
に
持
っ
た
問
題
意
識
で
も
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
経
済
書
で
あ
る
『
政
治
経
済
学
』
の
人
間
認
識
は
政
治
思
想
書
の
そ
れ
と
は
違
う
。
福
沢
も
『
西
洋
事
情
』
外
編
の
冒
頭
で

述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
詳
し
く
は
後
述
す
る
）、
こ
の
本
は
前
半
部
が
「
社
会
学
」（Social Econom

y

）、
後
半
部
が
「
経
済
学
」（Political 

Econom
y

）
を
説
明
し
、
前
半
部
は
後
半
部
説
明
の
土
台
を
構
成
し
て
い
る
。
分
量
も
後
半
の
経
済
学
部
分
が
多
く
、
か
つ
詳
細
に
説
明

し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
構
造
の
中
で
、
人
間
は
生
産
の
主
体
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
本
の
中
で
人
間
活
動
の
目
的
は
経
済
的
独

立
で
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
行
う
の
か
が
重
点
的
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
政
治
経
済
学
』
に
お
い
て
の
社
会
学
は
、

あ
く
ま
で
も
経
済
学
の
た
め
の
社
会
学
で
あ
っ
た
。

　
経
済
学
に
お
い
て
も
、
経
済
活
動
の
主
体
と
し
て
の
人
間
が
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
は
行
う
が
、
こ
こ
で
の
人
間
は

社
会
の
中
で
行
わ
れ
る
経
済
活
動
の
主
体
で
あ
り
、
そ
の
人
間
観
考
察
に
お
い
て
は
、
自
然
状
態
考
察
の
必
要
が
な
い
。
労
働
を
行
っ
て

物
に
価
値
を
付
け
、
そ
れ
を
利
用
し
て
利
潤
を
残
す
。
そ
れ
は
個
々
人
の
生
活
の
営
み
に
使
わ
れ
る
と
同
時
に
新
た
な
生
産
の
た
め
の
投

資
に
も
使
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
経
済
活
動
を
可
能
に
す
る
基
本
単
位
が
人
間
で
、
経
済
学
の
中
で
人
間
は
目
的
性
を
帯
び
る
存

在
と
な
る
。
特
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
影
響
を
受
け
て
い
る
バ
ー
ト
）
12
（
ン
の
場
合
は
、
人
間
の
行
動
の
目
的
性
が
明
確
に
現
れ
る
（
後
述
す

る
経
済
の
独
立
及
び
労
働
で
あ
る
）。
ス
ミ
ス
を
含
む
古
典
学
派
経
済
学
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
資
本
家
、
労
働
者
、
地
主
階
級
と
い
っ
た
経

済
主
体
の
階
級
）
13
（

化
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
理
解
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
の
中
に
い
る
人
間
の
行
動
様
式
や
役
割
が
重
要

視
さ
れ
）
14
（
る
。
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こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
福
沢
の
『
西
洋
事
情
』
外
編
に
お
い
て
の
人
間
は
社
会
と
い
っ
た
巨
大
な
経
済
シ
ス
テ
ム
に
属
す

る
存
在
で
、
そ
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
福
沢
は
今
で
は
政
治
思
想
の
分
野
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
上
述
の

よ
う
に
『
西
洋
事
情
』
外
編
は
経
済
書
を
も
と
に
書
か
れ
た
本
で
、
外
編
を
出
版
し
た
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
当
時
の
福
沢
は
政
治
と

の
関
わ
り
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
西
洋
事
情
』
外
編
で
は
ホ
ッ
ブ
ス
や
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
自
然
状
態
の
考
察
よ
り
、
経

済
活
動
を
基
準
に
し
た
功
利
的
な
観
点
か
ら
の
人
間
像
の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
よ
り
自
由
で
、
絶
対
的
な
条
件
下
で
人
間
の
権
利
と

義
務
が
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
法
律
書
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
を
取
り
上
げ
た
『
西
洋
事
情
』
二
編
の
時
で
あ

る
が
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
政
治
思
想
で
の
人
間
観
考
察
ほ
ど
人
間
の
自
然
状
態
を
深
く
掘
り
下
げ
て
考
察
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、『
西
洋
事
情
』
外
編
の
「
人
間
」
章
で
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
人
間
開
闢
の
初
に
於
て
は
、
固
よ
り
相
交
る
の
道
を
教
る
者
な
し
。
唯
其
自
然
に
希
望
す
る
所
と
人
気
の
赴
く
所
に
随
っ
て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
交
際

の
法
律
を
設
て
互
に
便
利
を
得
た
り
し
こ
と
な
れ
ど
も
、
歳
月
を
経
る
に
従
て
、
其
諸
法
の
内
よ
り
至
当
た
る
も
の
を
撰
で
終
に
一
科
の
学
と
為
し
、

之
を
人
間
の
交
際
及
び
経
済
の
学
と
名
け
）
15
（

り
。

自
然
状
態
の
人
間
が
社
会
を
構
成
す
る
ま
で
の
流
れ
を
述
べ
る
こ
の
文
章
は
、
極
め
て
簡
略
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
政
治
思
想
に
お
い
て

自
然
状
態
の
考
察
は
、
右
の
部
分
を
よ
り
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
が
（
む
し
ろ
そ
れ
が
議
論
の
目
的
と
な
る
が
）、『
西
洋
事
情
』
外
編
で
は

右
の
文
章
が
唯
一
な
人
間
の
自
然
状
態
考
察
の
箇
所
で
あ
り
、
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
人
間
の
自
然
状
態
に
注
目
す
る
よ
り
は
、
既

に
人
間
が
社
会
を
構
成
し
た
状
態
か
ら
論
議
が
始
ま
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
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㈢
　
権
利
と
義
務

　
前
述
の
よ
う
、『
西
洋
事
情
』
外
編
は
基
本
的
に
『
政
治
経
済
学
』
の
翻
訳
書
で
あ
る
。
福
沢
の
翻
訳
思
想
、
特
に
こ
の
章
と
関
係
す

る
「freedom
」
や
「liberty

」
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、
安
西
敏
三
の
具
体
的
考
察
が
残
っ
て
い
る
。
安
西
は
『
西
洋
事
情
』
外
編
の
自

由
概
念
（
特
に
「civil liberty

」）
に
お
い
て
、
福
沢
の
翻
訳
か
ら
自
主
的
人
格
の
精
神
を
各
人
に
保
持
さ
せ
る
た
め
の
彼
な
り
の
工
夫
、

儒
教
的
思
想
、
幕
末
維
新
期
に
広
く
み
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
政
治
至
上
主
義
が
現
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
）
16
（

る
。
こ
の
章
で
引
用
す
る
福
沢

の
四
つ
の
文
章
は
議
論
上
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
た
め
、
原
文
と
翻
訳
を
同
時
に
載
せ
る
。

　
ま
ず
冒
頭
の
「
人
間
」
章
に
お
い
て
、
福
沢
は
人
間
が
持
つ
二
つ
の
公
理
的
性
質
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　IN
TRO

D
U
CTO

RY-SO
CIAL O

RG
AN
ISATIO

N

　1.

　M
an, in being placed upon the earth by his D

ivine Creator, has been invested w
ith certain pow

ers and dispositions w
hich 

bear a relation to the qualities of the external w
orld, and appear as designed to enable him

 to live and thrive in this transient scene 

of being.

　2.

　H
is happiness, as far as that scene of existence is concerned, depends on the success w

ith w
hich he can adapt him

self to 

each accidental circum
stance as it arises, and the skill w

ith w
hich he applies him

self to the im
provem

ent of those circum
stances. 

H
e is not offered ready m

eans of indulgence, but called upon to observe that, by a due degree of m
ental and bodily exertion, he 

m
ay supply him

self w
ith w

hat w
ill satisfy his w

ants and gratify his tastes. This is sim
ply equivalent to an intim

ation from
 above, 

that he is designed to be AN
 ACTIV

E BEIN

）
17
（G

. 

　「
人
間
」

　
人
の
生
ず
る
や
、
天
よ
り
之
に
与
ふ
る
に
気
力
を
以
て
し
、
之
に
附
す
る
に
性
質
を
以
て
し
、
此
気
力
と
性
質
と
に
由
て
、
外
物
の
性
に
応
じ
、
以



法学政治学論究　第116号（2018.3）

252

て
身
を
全
し
て
、
朝
露
の
命
を
終
る
こ
と
を
得
る
な
り
。

　
外
物
の
来
る
に
従
ひ
、
機
に
臨
み
変
に
応
じ
て
其
処
置
を
施
し
、
一
朝
の
患
な
く
亦
終
身
の
憂
な
し
。
是
れ
所
謂
人
間
の
幸
な
れ
ば
、
妄
に
喜
怒
哀

楽
の
情
に
逐
は
れ
、
血
気
の
情
欲
に
制
せ
ら
る
ゝ
こ
と
な
く
、
適
宜
に
心
身
を
用
て
、
我
望
む
所
を
達
し
我
好
む
所
を
得
て
、
自
か
ら
満
足
せ
ん
こ
と

を
求
む
べ
し
。
之
を
概
し
て
云
え
ば
、
人
は
為
す
こ
と
あ
る
べ
き
の
造
物
な
）
18
（

り
。

人
間
は
社
会
を
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
能
力
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
、
そ
し
て
人
間
は
自
分
の
幸
福
の
た
め
に
能
動
的
に
活
動
し
て
い

く
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
為
す
こ
と
あ
る
べ
き
の
造
物
な
り
」
の
原
文
は
「he is designed to be AN

 

ACTIV
E BEIN

G

」
と
、
能
動
的
な
姿
勢
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、「
作
ら
れ
た
」
と
い
う
受
動
態
表
現
か
ら
生
ま
れ
つ
き
の
性

質
を
意
味
し
て
い
る
。
自
分
の
幸
せ
の
た
め
に
常
に
行
動
す
る
性
質
を
持
ち
、
ま
た
そ
れ
を
「
果
す
べ
く
」
生
ま
れ
た
の
が
人
間
な
の
で

あ
る
。
ク
レ
イ
グ
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
像
に
つ
い
て
篤
実
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
バ
ー
ト
ン
の
背
景
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
）
19
（

る
。
実
際
福
沢
が
「
天
」
と
翻
訳
し
た
と
こ
ろ
の
原
文
は
「his D

ivine Creator

」（
神
聖
な
る
創
造
者
）
で
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
お

い
て
も
、
人
間
の
性
質
や
自
然
資
源
等
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
は
す
べ
て
神
か
ら
そ
の
由
縁
を
見
つ
け
て
い
る
。
た
だ
こ
の
箇
所
を
除
く
と
、

『
政
治
経
済
学
』
は
極
め
て
論
理
的
な
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
経
済
書
な
ら
で
は
の
合
理
性
を
も
っ
て
物
事
の
由
縁
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
記
述
に
お
い
て
神
を
言
及
す
る
場
合
は
、
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
を
論
じ
る
時
、
そ
し
て
天
然
資
源
等
、
人
為
的
な
加
工
を
加

え
て
な
い
も
の
を
論
じ
る
時
だ
け
で
あ
っ
た
。

1　

権
利
、
そ
し
て
文
明
社
会
の
尺
度
と
し
て
の
自
由

　「
宿
命
」
と
も
言
え
る
人
間
の
公
理
的
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
福
沢
は
「
人
生
の
通
義
及
び
其
職
分
」
章
で
こ
の
よ
う
な
性
質

を
持
っ
た
人
間
の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
最
初
に
登
場
す
る
の
が
権
利
と
し
て
の
「
自
由
」
概
念
で
あ
る
。
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福
沢
の
自
由
観
念
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
な
さ
れ
て
き
）
20
（
た
。
そ
の
中
で
宮
村
治
雄
の
研
究
は
、『
西
洋
事
情
』
か
ら
『
学
問

の
す
ゝ
め
』
第
六
、
七
編
ま
で
と
い
う
小
論
と
殆
ど
同
時
期
を
対
象
に
し
、「
自
由
」
と
「
法
」
概
念
の
関
係
性
を
中
心
に
福
沢
の
自
由

観
の
考
察
を
行
っ
て
お
り
、
対
象
時
期
及
び
「
自
由
」
と
「
法
」
と
の
関
連
を
自
由
観
考
察
の
対
象
に
し
た
点
か
ら
、
小
論
の
自
由
観
考

察
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
）
21
（
る
。
小
論
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
功
利
的
な
観
点
か
ら
福
沢
の
「
道
具
と
し
て
の
自
由
」
観
、
及
び

文
明
社
会
の
尺
度
と
し
て
の
自
由
観
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。

　
ま
ず
、
自
由
に
つ
い
て
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　W
hile G

od has given m
an the gift of life, he has also given him

 the capacity to support that life, provided he duly em
ploys the 

m
eans. This capacity for exertion, how

ever, w
ould be useless w

ithout liberty to use it.

　Accordingly, every hum
an being, of w

hatever colour or country, has, by a law
 of nature, the property of his ow

n person. H
e 

belongs to him
self. In ordinary language, m

an is born free. This freedom
 he is not at liberty to sell or assign. N

either, in justice, can 

any one take aw
ay his personal freedom

, so long as he conducts him
self properly and does not injure his neighbours. A m

an m
ay 

enter into a contract to serve another for a reasonable length of tim
e, for hire; but in doing so he still retains the property of his 

ow
n person, enjoys the fruits of his ow

n industry, and no one is entitled to intrude on his dom
estic arrangem

ents. In law, this 

degree of freedom
 is called civil liber

）
22
（ty.

　
天
よ
り
人
に
生
を
与
れ
ば
、
又
従
て
其
生
を
保
つ
可
き
の
才
力
を
与
ふ
。
然
れ
ど
も
人
、
若
し
其
天
与
の
才
力
を
活
用
す
る
に
当
て
心
身
の
自
由
を

得
ざ
れ
ば
、
才
力
共
に
用
を
為
さ
ず
。
故
に
世
界
中
、
何
等
の
国
た
る
を
論
ぜ
ず
何
等
の
人
種
た
る
を
問
は
ず
、
人
々
自
か
ら
其
身
体
を
自
由
に
す
る

は
天
道
の
法
則
な
り
。
即
ち
人
は
其
人
の
人
に
し
て
猶
天
下
は
天
下
の
天
下
な
り
と
云
ふ
が
如
し
。
其
生
る
ゝ
や
束
縛
せ
ら
る
ゝ
こ
と
な
く
、
天
よ
り

附
与
せ
ら
れ
た
る
自
主
自
由
の
通
義
は
、
売
る
可
ら
ず
亦
買
ふ
可
ら
ず
。
人
と
し
て
其
行
ひ
を
正
ふ
し
他
の
妨
を
為
す
に
非
ざ
れ
ば
、
国
法
に
於
て
も

其
身
の
自
由
を
奪
取
る
こ
と
能
は
ず
。
今
給
料
を
受
て
人
に
奉
公
す
る
者
は
、
或
は
其
身
不
自
由
な
る
に
似
た
れ
ど
も
、
其
実
は
然
ら
ず
。
奉
公
の
人
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に
て
も
其
身
体
は
其
人
の
身
体
に
て
、
煩
労
の
代
に
は
給
料
を
受
け
、
一
身
の
処
置
を
為
す
に
他
よ
り
之
を
間
然
す
る
者
あ
る
こ
と
な
し
。
右
所
述
の

自
由
の
趣
意
は
、
国
の
制
度
に
於
て
許
す
所
に
て
、
こ
れ
を
人
民
普
通
の
自
由
と
名
）
23
（
く
。

生
ま
れ
つ
き
の
能
力
を
利
用
し
て
能
動
的
に
働
き
、
幸
福
を
達
成
す
る
存
在
が
人
間
な
の
で
あ
れ
ば
、「
其
天
与
の
才
力
を
活
用
す
る
に

当
て
心
身
の
自
由
を
得
ざ
れ
ば
、
才
力
共
に
用
を
為
さ
ず
」
と
、
自
由
は
そ
の
働
き
を
可
能
に
す
る
に
必
要
な
道
具
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
自
主
自
由
の
通
義
」
と
し
て
、「
国
の
制
度
」
つ
ま
り
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
外
編
に
お
い
て
の
福
沢
の

「
道
具
と
し
て
の
自
由
」
概
念
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
文
明
段
階
と
自
由
の
関
係
に
つ
い
て
、
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　Som
e have thought that the barbarous state is that in w

hich there is greatest freedom
: but the freedom

 w
hich there exists is only 

a freedom
 to starve; a freedom

 to tyrannise if w
e have the pow

er; a freedom
 to com

m
it crim

es unpunished. It is only after 

civilization has im
posed and can m

aintain equal law
s for all, that true freedom

 can exi

）
24
（st.

　
或
人
以
為
ら
く
、
…
…
人
生
最
大
の
自
由
は
蛮
野
の
世
に
在
り
と
。
然
れ
ど
も
是
れ
其
一
を
知
て
其
二
を
知
ら
ざ
る
の
論
な
り
。
蛮
野
の
世
に
行
は

る
ゝ
自
由
と
は
、
恰
も
人
を
し
て
餓
死
せ
し
む
る
の
自
由
な
り
、
力
を
以
て
暴
虐
を
恣
に
す
る
の
自
由
な
り
、
罪
を
犯
し
て
罰
を
蒙
る
こ
と
な
き
の
自

由
な
り
。
豈
こ
れ
を
真
の
自
由
と
云
ふ
可
ん
や
。
文
明
開
化
に
従
て
法
を
設
け
、
世
間
一
様
に
こ
れ
を
施
し
て
、
始
て
真
の
自
由
な
る
も
の
を
見
る

可
）
25
（

し
。

福
沢
は
、「
蛮
野
の
世
」
と
「
文
明
開
化
」
と
い
う
対
比
す
る
概
念
を
用
い
、
自
由
の
水
準
を
文
明
社
会
と
野
蛮
社
会
を
見
分
け
る
尺
度

と
し
て
区
別
し
た
。「
法
を
設
け
…
…
真
の
自
由
な
る
も
の
を
見
る
可
し
」
と
、
法
律
で
一
律
に
制
限
さ
れ
る
自
由
が
あ
っ
て
こ
そ
、
文
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明
社
会
は
き
ち
ん
と
機
能
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
度
の
海
外
経
験
を
通
し
て
西
欧
を
見
聞
し
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
の
発
達
水
準
及

び
国
間
の
格
差
を
認
識
し
て
い
た
福
）
26
（

沢
が
、
法
律
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
自
由
及
び
そ
の
自
由
に
伴
う
責
任
を
強
調
し
た
の
は
、
文
明
社

会
の
度
合
い
と
関
係
す
る
問
題
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

2　

義
務
と
し
て
の
経
済
的
独
立
と
遵
法

　
一
方
で
、
人
間
の
義
務
は
「
経
済
の
独
立
」、
そ
し
て
「
遵
法
」
で
あ
っ
た
。
義
務
に
つ
い
て
、
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　Along w
ith the rights w

ith each individual enjoys in society, are im
posed the duties he ow

es to it. H
e has, in the first place, the 

duty of providing for his ow
n w
ants, and for the w

ants of his fam
ily, so that he and they m

ay not becom
e a burden upon others. 

Since, m
oreover, he enjoys protection from

 society under favour of its various law
s and regulations, he is bound to respect, in his 

ow
n practice, those law

s and regulations. If he does not provide for him
self and his ow

n, w
hile he is enjoying the rights w

hich 

society respects in him
, he is, in a m

anner, defraudi

）
27
（

ng it.

　
人
各
々
そ
の
通
義
を
逞
ふ
し
て
天
性
を
束
縛
す
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
又
従
て
そ
の
職
分
を
勤
と
め
ざ
る
可
ら
ず
。
之
を
譬
え
ば
家
業
を
営
て
運
上
を

納
る
が
如
し
。
自
か
ら
衣
食
を
求
め
又
家
族
の
為
め
に
之
を
給
し
て
、
他
人
の
煩
を
為
さ
ゞ
る
よ
う
に
心
掛
る
は
、
人
た
る
者
の
職
分
な
り
。
世
に
法

律
あ
り
て
、
我
身
体
を
保
ち
我
通
義
を
達
す
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
、
小
心
翼
々
、
以
て
そ
の
法
律
を
尊
敬
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
是
亦
人
た
る
者
の
職
分

な
り
。
若
し
人
と
し
て
自
か
ら
衣
食
住
を
給
す
る
の
道
を
知
ら
ず
し
て
他
人
の
煩
を
為
し
、
徒
に
我
自
由
を
求
め
我
通
義
を
達
せ
ん
と
す
る
は
、
即
ち

人
の
功
を
盗
む
な
）
28
（
り
。

「
通
義
を
逞
ふ
し
て
天
性
を
束
縛
す
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
又
従
て
そ
の
職
分
を
勤
と
め
ざ
る
可
ら
ず
」
で
分
か
る
よ
う
に
、
権
利
を
享
受

す
る
分
、
人
間
に
は
義
務
が
つ
く
。
義
務
の
一
つ
は
「
自
か
ら
衣
食
を
求
め
」
て
自
身
と
家
族
の
経
済
の
独
立
を
為
し
て
他
人
を
煩
わ
さ
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な
い
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
法
律
に
よ
っ
て
自
身
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
分
、
自
身
も
そ
の
「
法
律
を
尊
敬
せ
ざ
る
可
ら
ず
」
こ
と
で
あ

る
。
人
間
が
自
由
を
用
い
て
経
済
活
動
を
行
い
、
経
済
的
独
立
を
達
成
し
て
他
人
を
煩
わ
さ
な
い
こ
と
が
義
務
な
の
で
あ
る
。
経
済
的
独

立
が
義
務
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
自
由
は
単
な
る
権
利
で
は
な
く
、
広
義
的
に
は
義
務
に
も
な
る
。
そ
れ
が
あ
っ

て
か
ら
こ
そ
が
、
義
務
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
経
済
的
独
立
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
特
異
点
は
、
自
由
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
人
間
と
し
て
の
基
本
権
だ
け
で
な
く
、
経
済
の
独
立
、
つ
ま
り
経
済
活
動

を
行
う
こ
と
が
明
確
な
目
標
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
が
『
西
洋
事
情
』
外
編
に
お
い
て
の
自
由
の
特
徴
で
も
あ
る
。「
自
か
ら
衣
食

を
求
め
又
家
族
の
為
め
に
之
を
給
」
す
る
こ
と
を
義
務
と
し
て
提
示
し
て
い
る
点
は
、
経
済
書
か
ら
影
響
を
受
け
た
福
沢
の
人
間
観
の
特

徴
と
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

3　

社
会
学
の
領
域
に
編
入
し
た
経
済
領
域
：
私
有

　
今
ま
で
福
沢
が
取
り
上
げ
た
内
容
は
『
政
治
経
済
学
』
の
目
次
に
沿
っ
た
翻
訳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
福
沢
は
『
西
洋
事

情
』
外
編
の
翻
訳
に
お
い
て
、
自
分
の
意
図
に
沿
っ
て
一
部
を
編
集
し
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
福
沢
が
原
書
の
構
成
を
変
え
て
社
会
原

理
の
領
域
に
編
入
さ
せ
、
人
間
の
権
利
と
し
て
提
示
し
た
「
私
有
」（Property

）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　『
西
洋
事
情
』
外
編
の
「
題
言
」
で
、
福
沢
は
次
の
よ
う
に
こ
の
本
の
構
造
を
説
明
し
て
い
る
。

　
チ
ャ
ン
ブ
ル
氏
の
経
済
書
は
、
書
中
論
説
の
大
段
を
両
部
に
分
ち
、
前
部
に
は
人
間
交
際
の
道
よ
り
各
国
の
分
立
す
る
所
以
、
各
国
の
交
際
、
政
府

の
起
る
所
以
、
政
府
の
体
裁
、
国
法
、
風
俗
及
び
人
民
教
育
等
の
箇
条
を
説
き
、
こ
れ
を
「
ソ
サ
イ
ヤ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
し
、
後
部
に
は
経
国
済
世

の
事
件
を
論
じ
、
こ
れ
を
「
ポ
リ
チ
カ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
す
。
然
る
に
頃
日
、
社
友
神
田
氏
所
訳
の
経
済
小
学
二
冊
を
得
て
之
を
閲
す
る
に
、
そ
の

事
実
第
二
段
に
載
す
る
所
と
略
相
似
た
れ
ば
、
畢
竟
又
大
同
小
異
の
書
に
過
ず
。
因
て
余
は
唯
本
書
中
、
首
の
一
段
を
訳
し
、
そ
の
余
、
経
済
論
の
詳
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な
る
は
、
姑
く
擱
し
て
之
を
小
学
に
譲
れ
）
29
（
り
。

つ
ま
り
、『
西
洋
事
情
』
外
編
に
お
い
て
は
原
作
の
前
半
部
で
あ
る
社
会
学
の
と
こ
ろ
だ
け
を
翻
訳
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
構

成
は
、
バ
ー
ト
ン
の
意
図
で
も
あ
っ
た
。
福
沢
の
訳
を
借
り
る
と
、
バ
ー
ト
ン
は
「
経
済
の
総
論
」（The nature of Political Econom

y

）

に
お
い
て
、「
前
の
条
々
は
専
ら
人
間
交
際
の
道
を
明
か
に
し
、
良
政
府
の
主
幸
を
説
た
る
も
の
に
て
、
稍
や
経
済
の
論
に
は
遠
ざ
か
り

て
、
之
を
人
間
交
際
の
学
と
も
謂
ふ
可
し
。
然
れ
ど
も
他
に
又
種
々
の
事
情
あ
り
て
、
其
処
置
宜
し
き
を
得
れ
ば
、
自
か
ら
人
間
の
交
際

を
助
け
、
良
政
府
の
基
を
開
き
、
以
て
世
人
の
幸
福
を
増
す
可
き
も
の
少
な
か
ら
ず
と
の
こ
と
は
、
前
既
に
之
を
記
し
た
り
。
今
此
条
目

に
於
て
は
経
済
に
関
係
せ
る
事
を
論
ず
可
）
30
（
し
。」
と
、
今
ま
で
取
り
扱
っ
た
内
容
が
社
会
学
（Social Econom

y

）
で
、
こ
れ
か
ら
論
じ
る

内
容
を
経
済
学
（Political Econom

y
）
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
福
沢
は
原
書
の
目
次
に
沿
っ
て
「
経
済
の
総
論
」
を
『
西
洋
事
情
』
外
編
に
全
訳
し
て
載
せ
つ
つ
も
、
続
け
て
「
私
有
の
本
を

論
ず
」（O

rigin and N
ature of Property

）、「
私
有
を
保
護
す
る
事
」（The Protection of Property

）、「
私
有
の
利
を
保
護
す
る
事
」

（Protection of the Profits or Fruits of Property
）
ま
で
を
外
編
に
載
せ
て
い
る
。
福
沢
の
説
明
通
り
だ
と
、
バ
ー
ト
ン
が
経
済
学
の
領
域

と
し
て
分
類
し
た
「
私
有
」
に
関
す
る
部
分
を
、
福
沢
は
社
会
の
原
理
と
し
て
と
ら
え
、
外
編
に
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
権
利

と
義
務
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
福
沢
が
人
間
の
権
利
と
し
て
私
有
、
つ
ま
り
「
財
産
権
」
を
重
視
し
、
そ
れ
を
社
会
を
構
成
す
る
原
理

と
し
て
み
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
そ
の
中
で
も
、
福
沢
は
「
私
有
の
本
を
論
ず
」
に
お
い
て
、
私
有
の
種
類
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
特
許
（
パ
テ
ン
ト
）
と
著
作
権

（
コ
ピ
ラ
イ
ト
）
に
注
目
し
て
い
る
。
バ
ー
ト
ン
は
特
許
と
著
作
権
を
私
有
の
種
類
の
一
つ
と
し
て
簡
略
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
福
沢
は
他

の
書
物
の
内
容
を
加
え
、
大
い
に
補
足
し
て
い
る
。
福
沢
は
「
私
有
の
本
を
論
ず
」
に
お
い
て
、
バ
ー
ト
ン
の
「O

rigin and N
ature 

of Property

」
を
全
訳
し
た
後
、
細
部
項
目
と
し
て
「
勤
労
に
別
あ
り
功
験
に
異
同
あ
る
を
論
ず
」、「
発
明
の
免
許
（
パ
テ
ン
ト
）」、「
蔵
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版
の
免
許
（
コ
ピ
ラ
イ
ト
）」
を
つ
け
、
補
足
説
明
を
行
っ
て
い
る
。「
勤
労
に
別
あ
り
功
験
に
異
同
あ
る
を
論
ず
」
は
、
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド

（Francis W
ayland

）
の
『
経
済
論
』（Elem

ents of Political Econom
y

）
の
中
の
「O
f the different Products of the various form

s 

of indus
）
31
（try

」
の
翻
訳
で
、
他
の
二
つ
に
関
し
て
は
未
詳
で
あ
る
。
福
沢
は
私
有
を
「
価
あ
る
物
を
躬
か
ら
為
め
に
用
ひ
、
或
は
自
由
に

之
を
処
す
べ
き
権
を
云
）
32
（
ふ
。」
と
、
私
有
の
権
利
性
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
た
上
で
、「
心
を
労
し
て
発
明
と
工
夫
と
を
勤
む
る
も
の
」
に

つ
い
て
具
体
的
に
説
明
す
る
。「
精
心
を
以
て
産
す
る
物
は
、
其
需
用
、
供
給
、
勤
労
、
報
酬
の
趣
、
全
く
尋
常
の
物
に
反
対
す
る
が
故

に
、
常
則
を
以
て
之
を
制
す
可
ら
ず
」
と
述
べ
、「
文
明
国
に
於
て
は
…
…
此
類
の
勤
労
を
為
せ
し
者
へ
も
必
ず
至
当
の
報
酬
を
得
せ
し

む
る
の
処
置
を
為
せ
）
33
（

り
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
発
明
の
免
許
（
パ
テ
ン
ト
）」
と
「
蔵
版
の
免
許
（
コ
ピ
ラ
イ
ト
）」
な
の
で
あ
る
。

特
許
と
著
作
権
は
、「
心
を
労
し
て
」
働
く
福
沢
の
学
者
認
識
の
現
れ
と
同
時
に
、
文
明
社
会
の
法
則
と
い
う
面
で
は
、
特
許
と
著
作
権

を
先
進
し
た
制
度
と
と
ら
え
、
こ
の
よ
う
な
知
的
労
働
の
権
利
を
人
間
の
権
利
と
し
て
唱
え
）
34
（
た
。

㈣
　
ま
と
め

　『
西
洋
事
情
』
外
編
に
お
い
て
福
沢
は
、
果
た
す
べ
き
も
の
の
あ
る
存
在
、
そ
し
て
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
に
相
応
し
い
能
力
持
っ
て
生

ま
れ
る
存
在
と
し
て
の
人
間
像
を
公
理
と
し
て
提
示
し
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
権
利
と
し
て
自
由
と
財
産
権
を
、
義
務
と
し
て
経
済
の
独

立
と
遵
法
精
神
を
取
り
上
げ
る
。
経
済
的
独
立
が
義
務
と
し
て
提
示
さ
れ
る
中
、
自
由
は
そ
の
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
人
間
が
持
つ

前
提
条
件
と
な
っ
た
た
め
、
義
務
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
財
産
権
の
中
で
も
福
沢
は
特
許
と
著
作
権
を
強
調
し
、

ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
等
他
の
著
作
の
関
連
内
容
を
引
用
し
、
付
け
加
え
た
。
経
済
的
独
立
や
特
許
、
著
作
権
の
強
調
か
ら
、
こ
の
時
期
福
沢
が

西
洋
の
経
済
書
か
ら
深
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
自
由
、
特
許
、
著
作
権
を
文
明
社
会
の
進
ん
だ
制
度
と
し
て
評

価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
沢
の
文
明
段
階
論
的
認
識
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
自
由
と
い
っ
た
無
形
の
価
値
に
も
そ
の

目
的
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
功
利
的
考
え
も
み
ら
れ
る
。
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三
　『
西
洋
事
情
』
二
編
「
巻
之
一
」

　『
西
洋
事
情
』
二
編
、
そ
の
中
で
も
「
巻
之
一
」
に
み
ら
れ
る
人
間
の
権
利
と
義
務
は
、
外
編
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
一
層
深
く
、

か
つ
具
体
的
で
あ
る
。
福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
二
編
の
構
成
に
つ
い
て
、「
例
言
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
我
邦
に
於
て
始
て
英
書
を
翻
訳
す
る
や
、
其
事
業
固
よ
り
容
易
な
ら
ず
、
加
之
、
現
今
当
務
の
要
を
挙
げ
、
学
者
を
し
て
早
く
外
国
の
事
情
に
通
ず

る
を
得
せ
し
め
ん
と
す
る
に
急
な
れ
ば
、
自
然
疎
漏
の
譏
を
免
れ
ず
、
又
此
譏
を
顧
る
に
遑
あ
ら
ず
、
匆
々
筆
を
走
ら
し
、
聞
見
の
実
録
と
諸
書
の
撮

訳
と
を
揮
写
し
て
、
数
十
葉
の
…
…
故
に
学
者
、
之
を
読
で
事
の
梗
概
を
窺
得
す
る
も
、
遂
に
未
だ
真
味
を
嘗
め
佳
境
に
入
る
に
由
な
し
。
…
…
或
は

其
解
を
誤
ら
ん
も
計
る
可
か
ら
ず
。
…
…
余
こ
れ
が
為
に
恐
れ
、
因
て
今
爰
に
彼
法
律
書
、
経
済
書
等
の
中
よ
り
撮
訳
し
て
、
先
づ
人
間
の
通
義
（
英

版
ブ
ラ
ッ
キ
ス
ト
ー
ン
氏
の
英
律
を
抄
訳
す
）
及
び
収
税
論
（
英
版
ヱ
ー
ラ
ン
ド
氏
の
経
済
書
を
抄
訳
す
）
の
二
箇
条
を
挙
て
、
其
議
論
の
詳
な
る
を

示
し
、
以
て
第
二
編
の
備
考
に
供
す
。
…
…
学
者
、
宜
し
く
此
二
条
を
初
編
の
備
考
及
び
外
編
（
三
冊
去
年
開
版
）
の
議
論
に
参
合
し
て
、
則
ち
以
て

大
な
る
過
な
き
に
庶
幾
か
ら
ん
）
35
（
乎
。

　
西
洋
の
書
物
を
翻
訳
し
て
日
本
に
紹
介
し
て
き
た
が
、（
特
に
学
者
た
ち
に
）
そ
の
趣
旨
が
正
確
に
伝
わ
ら
ず
、
誤
訳
や
誤
解
を
招
く
こ

と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
二
編
に
お
い
て
は
ま
ず
「
巻
之
一
」
で
法
律
書
と
経
済
書
を
抄
訳
し
て
、
本
編
で
あ
る
「
巻
之
二
」、「
巻
之

三
」
の
理
解
を
助
け
る
。
初
編
の
備
考
と
外
編
と
合
わ
せ
て
参
考
に
し
、
過
ち
の
な
い
理
解
を
願
う
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
西
洋
事

情
』
二
編
に
「
巻
之
一
」
に
お
い
て
の
問
題
意
識
は
、
外
編
の
そ
れ
を
継
承
し
、
引
き
続
き
西
洋
事
情
の
正
し
い
理
解
の
た
め
そ
の
原
理

を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
福
沢
が
引
用
し
た
の
が
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
（W

illiam
 Blackstone

）
の
『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』（Com

m
entaries on the Law

s of 

Engla

）
36
（nd

）
と
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
（Francis W

ayland

）
の
「
収
財
）
37
（

論
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
書
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
間
活
動
に
お
い
て

の
権
利
と
義
務
を
提
示
し
て
い
る
。

㈠
　『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
に
お
い
て
の
権
利
と
義
務

　
福
沢
と
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
安
西
敏
三
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
存
在
す
る
。
安
西
は
、
福
沢
が
読
ん
だ
『
イ
ギ

リ
ス
法
釈
義
』
の
版
本
や
、『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
の
構
成
、
及
び
法
思
想
史
に
お
い
て
『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
が
持
つ
意
義
等
を
究
明

し
、
ま
た
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
人
間
の
基
本
権
と
し
て
の
「
自
由
」
に
主
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
を
行
っ
て
い
）
38
（
る
。
そ
の
た
め
、
小
論
で

は
『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
の
構
成
や
内
容
、
福
沢
と
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
原
文
、
福
沢
が
接
し
た
版
本
の
説
明
等
は
省
略
し
、『
西
洋
事

情
』
二
編
に
現
れ
て
い
る
『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
の
内
容
を
簡
略
に
ま
と
め
た
上
で
、
権
利
と
義
務
の
関
係
に
お
い
て
原
作
か
ら
翻
訳
が

抜
け
て
い
る
部
分
を
取
り
上
げ
、
福
沢
の
記
述
を
補
足
す
る
。

1　
「
人
間
の
通
義
」

　
福
沢
が
翻
訳
し
て
載
せ
た
部
分
は
、『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
第
一
巻
の
「
人
間
の
権
利
」（of the Rights of Person

）
中
、「
個
人
の
絶

対
権
」（of the Absolute Rights of Individuals

、
福
沢
は
「absolute
」
を
「
無
係
」
と
訳
し
て
い
る
）
で
あ
）
39
（
る
。『
西
洋
事
情
』
外
編
に
比
べ

る
と
、
福
沢
は
内
容
を
全
訳
せ
ず
、
簡
略
な
紹
介
を
含
め
た
抄
訳
を
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
福
沢
は
、
経
済
書
の
よ
う
に
目
的
性
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
絶
対
的
な
（absolute

）
人
間
の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
考
察
を

行
っ
て
い
る
。
国
法
は
「
正
理
」（RIG

H
T

）
を
勧
め
、「
邪
悪
」（W

RO
N
G

）
を
禁
ず
る
も
の
で
、
国
法
を
論
じ
る
こ
と
は
そ
の
理
と
非

を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
権
利
と
義
務
は
、
人
の
正
理
の
二
つ
の
種
類
と
し
て
登
場
す
る
（
詳
し
く
は
後
述
す
る
）。
ま
た
権
利
と
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義
務
は
、
有
係
（relative

、
相
対
的
あ
る
い
は
社
会
的
個
人
）
の
場
合
と
、
無
係
（absolute

、
絶
対
的
個
人
）
の
場
合
で
区
分
さ
れ
る
。
二
編

で
は
無
係
の
場
合
の
み
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
無
係
に
お
い
て
、
権
利
は
ど
う
い
う
場
合
に
お
い
て
も
不
変
、
絶
対
的
な
基
準
と
価
値

を
持
つ
。
し
か
し
義
務
は
そ
の
適
用
が
異
な
る
。
絶
対
的
な
個
人
と
し
て
の
行
動
は
、
そ
れ
を
制
限
す
る
法
的
根
拠
は
な
い
が
、
そ
の
行

動
が
社
会
全
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
法
律
制
限
の
根
拠
と
な
り
制
裁
を
う
け
る
。
例
え
ば
あ
る
人
が
「
個
人
と
し
て
」

邪
悪
な
性
質
や
攻
撃
性
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
社
会
に
向
け
て
表
さ
ず
、
社
会
秩
序
を
乱
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
法
律
は
そ

の
人
を
制
裁
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
性
格
が
社
会
を
乱
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
禁
じ
る
の
が
法
律
の
役
割
な
の
で
あ
る
。
人
生
に
お

い
て
無
係
の
通
義
は
、
人
生
天
賦
の
自
由
で
あ
る
。
人
の
自
由
は
、
人
と
し
て
社
会
に
属
し
て
生
活
し
、
そ
れ
に
よ
る
利
点
を
得
る
た
め
、

こ
れ
を
償
う
た
め
に
聊
か
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
国
人
民
の
自
由
の
権
利
は
一
日
で
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。
長
い
歴
史
を
経

て
、
追
求
と
棄
却
を
繰
り
返
し
て
、
現
在
の
位
置
づ
け
と
な
っ
た
。
英
国
人
民
の
権
利
は
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
の
保
護
、

身
体
の
自
由
、
私
有
を
保
つ
権
利
が
そ
れ
で
あ
る
。
命
を
保
護
す
る
権
利
と
は
、
生
命
を
保
ち
、
四
肢
を
保
ち
、
身
体
を
保
ち
、
健
康
安

寧
を
保
ち
、
名
声
面
目
を
保
つ
権
利
の
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、
身
体
の
自
由
と
は
罪
を
犯
さ
な
い
限
り
、
自
身
の
身
を
自
由
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
具
体
的
に
は
住
居
の
自
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。
私
有
の
通
義
と
は
、
私
有
の
物
を
個
人
が
自
由
に
用
い
、
自
由

に
楽
し
み
、
自
由
に
処
分
す
る
権
利
で
あ
）
40
（

る
。

　
二
編
の
「
人
間
の
通
義
」
に
お
い
て
福
沢
は
、
周
り
の
環
境
に
影
響
さ
れ
な
い
絶
対
的
な
人
間
の
正
し
い
生
き
方
、
即
ち
「
正
理
」
を

論
じ
て
い
る
。
そ
の
「
正
理
」
に
は
権
利
と
義
務
が
あ
っ
て
、
福
沢
は
主
に
人
間
の
権
利
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
無
形
の
論
理
的
考
察

を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
考
察
に
基
づ
い
て
生
み
出
す
有
形
の
具
体
的
な
権
利
で
あ
る
生
存
権
、
住
居
権
、
財
産
権
を
挙
げ
て
い
る
。
福
沢

は
詳
し
く
述
べ
て
い
な
い
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
言
う
「
正
理
」
の
中
に
は
義
務
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
次
の
章

で
は
そ
れ
を
検
討
す
る
。
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2　

権
利
と
義
務
の
相
互
性

　『
西
洋
事
情
』
二
編
の
『
イ
ギ
リ
ス
法
釈
義
』
翻
訳
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
権
利
と
義
務
の
相
互
性
、
つ
ま
り
あ
る
人
の
権

利
は
他
の
誰
か
の
義
務
だ
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
元
々
、
自
由
概
念
か
ら
派
生
す
る
人
間
の
権
利
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

る
た
め
、
義
務
に
つ
い
て
の
説
明
は
さ
ほ
ど
為
さ
れ
て
い
な
い
。
権
利
と
義
務
は
相
互
作
用
す
る
概
念
は
福
沢
も
二
編
に
お
い
て
「
一
身

の
通
義
は
、
天
下
の
衆
人
各
々
皆
こ
れ
を
達
す
可
き
の
理
な
り
。
概
し
て
之
を
人
間
当
務
の
職
分
と
称
）
41
（

す
。」
と
翻
訳
し
て
載
せ
て
い
る

が
、
別
途
こ
の
文
章
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
や
や
理
解
し
に
く
い
。
こ
の
文
章
の
次
に
福
沢
は
「
又
人
の
身

に
在
て
は
天
然
と
人
為
と
の
別
あ
）
42
（

り
」
と
、
話
題
を
変
え
て
個
人
と
法
人
と
い
っ
た
「
人
」
の
区
分
に
つ
い
て
の
説
明
に
入
る
。
と
こ
ろ

が
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
原
書
に
は
二
つ
の
文
章
の
間
に
、
権
利
と
義
務
の
相
互
性
に
つ
い
て
補
足
説
明
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　N
ow
 the rights of persons that are com

m
anded to be observed by the m

unicipal law
 are of tw

o sorts: first, such as are due from
 

every citizen, w
hich are usually called civil duties; and, secondly, such as belong to him

, w
hich is the m

ore popular acceptation of 

rights or jura. Both m
ay indeed be com

prised in this latter division; for, as all social duties are of relative nature, at the sam
e tim

e 

that they are due from
 one m

an, or set of m
an, they m

ust also be due to another.

　But I apprehend it w
ill be m

ore clear and easy, to consider m
any of them

 as duties required from
, rather than as rights belonging 

to, particular persons. Thus, for instance, allegiance is usually, and therefore m
ost easily, considered as the duty of the people, and 

protection as the duty of the m
agistrate, and yet they are, reciprocally, the rights as w

ell as duties of each other. Allegiance is the 

right of the m
agistrate, and protection the right of the people.

　Persons also are divided by the law
 into either natural persons or artific

）
43
（ial

…
…
（
下
線
引
用
者
注
）
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最
初
と
最
後
の
下
線
部
は
福
沢
が
『
西
洋
事
情
』
二
編
に
載
せ
た
部
分
で
、
こ
の
間
の
文
章
は
福
沢
が
翻
訳
し
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。

こ
の
省
略
部
分
を
踏
ま
え
た
上
で
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
人
間
の
「
正
理
」（right

）
に
は
人
間
当
務
の
職
分
（civil duties

）
と
、
一
般

的
に
知
ら
れ
て
い
る
意
味
と
し
て
の
権
利
（rights

）
が
あ
る
。
職
分
も
権
利
も
、
人
の
正
理
に
属
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
人
の
職
分

と
い
う
も
の
は
他
人
と
の
関
連
性
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
簡
単
で
分
か
り
や
す
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
人
に
は
権
利
が
あ
る
と
理
解
す

る
よ
り
、
相
対
的
義
務
が
あ
る
と
理
解
す
る
方
が
良
い
。
例
え
ば
、
忠
誠
は
一
般
的
に
人
民
の
義
務
と
言
わ
れ
、
保
護
は
裁
判
官
の
義
務

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
相
互
的
に
考
え
る
と
、
互
い
に
と
っ
て
の
権
利
で
も
あ
る
。
忠
誠
は
裁
判
官
の
権
利
で
、
保
護
は
人
民
の
権
利
な
の

で
あ
る
。

　「
権
利
は
義
務
で
も
あ
る
」
と
唱
え
る
こ
の
箇
所
は
、
二
つ
の
概
念
の
相
対
性
に
注
目
す
る
と
同
時
に
、「「
権
利
」
で
は
な
く
「
義

務
」
だ
と
考
え
る
方
が
良
い
」
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
正
し
い
生
き
方
を
明
文
化
し
た
箇
所
で
あ
る
。

今
で
は
「
正
義
」
と
「
権
利
」
と
い
う
言
葉
で
意
味
が
分
か
れ
て
い
る
「right

」
だ
が
、
二
編
に
お
い
て
福
沢
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も

「
通
義
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
二
編
冒
頭
の
「
例
言
」
に
お
い
て
福
沢
は
用
語
理
解
の
混
乱
を
恐
れ
、
別
途
「
ラ
イ
ト
」
の
意

味
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
）
44
（
が
、
そ
れ
は
「
人
間
の
通
義
」
部
分
を
指
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

㈡
　「
収
税
論
」

　「
収
税
論
」
は
、
上
述
の
通
り
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
『
経
済
論
』
の
一
部
を
翻
訳
し
た
内
容
で
あ
る
。
福
沢
は
そ
れ
を
通
し
て
、
納
税
と

い
う
国
民
の
義
務
に
つ
い
て
論
じ
、
ま
た
税
金
の
運
営
主
体
と
し
て
政
府
が
、
税
金
を
用
い
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
も
取
り

上
げ
て
い
る
。
福
沢
と
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
す
）
45
（
る
た
め
、
こ
こ
で
は
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
と
福
沢
の

著
作
を
巡
っ
た
背
景
等
は
省
略
し
、
人
間
の
権
利
と
義
務
と
い
う
問
題
認
識
に
基
づ
い
て
、
そ
の
内
容
を
簡
略
に
ま
と
め
る
。

　
財
貨
産
物
は
私
用
の
た
め
に
費
や
す
だ
け
で
な
く
、
公
的
な
用
途
と
し
て
も
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
公
費
で
あ
る
。
こ
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の
公
費
は
、
人
民
の
税
に
よ
り
集
め
ら
れ
、
こ
の
公
費
を
費
や
す
の
は
人
民
の
代
理
、
つ
ま
り
政
府
で
あ
る
。
税
法
は
、
こ
の
公
費
を
費

や
す
こ
と
に
つ
い
て
の
法
律
で
あ
る
。

　
税
法
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
分
頭
税
（direct tax

）
と
物
品
税
（indirect tax

）
が
そ
れ
で
あ
る
。
分
頭
税
は
国
民
私
有
の
物
に
付

く
も
の
で
、
個
人
が
持
っ
て
い
る
私
有
か
ら
直
接
徴
収
す
る
税
で
あ
る
。
物
品
税
は
、
物
の
製
作
か
ら
そ
の
使
用
に
至
る
ま
で
の
間
、
そ

の
物
品
の
価
に
従
っ
て
収
め
る
所
の
税
で
あ
る
。
外
国
か
ら
の
輸
入
品
に
付
く
関
税
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
収
税
の
際
に
は
、
次
の
点
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
国
民
の
私
有
に
格
を
付
け
、
一
定
の
格
以
下
の
物
に
関
し

て
は
税
を
取
ら
な
い
べ
き
で
あ
る
。
貧
民
の
生
活
品
等
が
こ
れ
に
属
す
る
。
ま
た
人
の
必
需
品
に
は
税
を
取
ら
な
い
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

「
驕
奢
淫
逸
」（luxury and ostentation

）
な
物
に
関
し
て
は
、
重
く
課
税
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
公
費
を
用
い
て
公
務
を
行
う
際
に
は
、
次
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
政
府
の
維
持
の
た
め
に
（
公
務
員
の
給
料
な

ど
）、
第
二
に
人
民
の
教
育
の
た
め
に
（
教
師
の
給
料
、
教
科
書
制
作
、
学
校
設
立
）、
第
三
に
宗
旨
を
護
持
す
る
た
め
に
、
第
四
に
国
内
の
営

繕
の
た
め
に
、
第
五
に
貧
民
救
助
の
た
め
に
、
第
六
に
軍
国
の
備
に
財
を
費
や
す
事
で
あ
）
46
（

る
。

　
以
上
「
収
税
論
」
の
内
容
を
簡
略
に
ま
と
め
た
。「
収
税
論
」
で
は
、
納
税
と
い
う
人
民
の
義
務
、
そ
し
て
そ
の
税
を
費
や
す
に
お
い

て
政
府
が
行
う
べ
き
義
務
が
具
体
的
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
収
税
論
」
は
人
間
の
義
務
に
そ
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

い
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
権
利
と
義
務
は
相
互
的
に
結
び
つ
く
点
を
考
え
る
と
、
そ
の
権
利
の
理
解
に
も
つ
な
が
る
。
例
え
ば
学
校
を
設

立
す
る
こ
と
は
政
府
の
義
務
で
あ
る
が
、
一
方
で
そ
の
学
校
を
利
用
す
る
こ
と
は
人
民
の
権
利
で
も
あ
る
。

㈢
　
ま
と
め

　
福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
二
編
で
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
と
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
著
作
を
引
用
し
た
。
権
利
と
し
て
自
由
を
提
示
し
、
義
務
と
し

て
遵
法
を
提
示
し
た
の
は
『
西
洋
事
情
』
外
編
と
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
編
に
は
人
間
の
権
利
と
義
務
が
よ
り
深
く
、
そ
し
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て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
人
間
の
通
義
」
に
お
い
て
は
人
の
権
利
を
、「
収
税
論
」
に
お
い
て
は
人
の
義
務
を
主
に
取
り
上
げ
、

ま
た
権
利
と
義
務
が
相
互
的
に
結
び
つ
く
と
い
う
点
も
提
示
し
て
い
る
。
権
利
と
義
務
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
福
沢
も
二
編
で
述
べ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
原
文
に
は
あ
る
補
足
説
明
を
福
沢
は
翻
訳
し
な
か
っ
た
た
め
、
小
論
で
は
原
文
の
補
足
説
明
を
行
い
、
福
沢
の

文
章
の
理
解
を
深
め
た
。

四
　
労
働
問
題
：
学
問
と
労
働

　
翻
訳
の
時
代
を
経
て
、
福
沢
は
日
本
に
向
け
自
身
の
主
張
を
唱
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
作
品
の
一
つ
が
、『
学
問

の
す
ゝ
め
』
で
あ
る
。
人
間
の
権
利
と
義
務
の
面
か
ら
み
る
と
、
福
沢
が
日
本
民
衆
に
唱
え
た
第
一
の
義
務
は
何
よ
り
「
学
問
」
で
あ
っ

た
。『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
に
現
れ
る
「
学
問
」
は
、
福
沢
が
影
響
を
受
け
て
き
た
バ
ー
ト
ン
や
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
、
特
に
バ
ー
ト
ン
の

経
済
書
に
現
れ
て
い
る
「
労
働
」
観
念
と
相
当
な
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。
バ
ー
ト
ン
の
労
働
概
念
、
及
び
そ
の
中
に
現
れ
る
「
勤
勉
」

の
精
神
は
、
福
沢
の
「
実
学
」
精
神
と
接
点
を
持
っ
て
お
り
、
学
問
に
向
き
合
う
姿
勢
と
し
て
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
た
。

　
福
沢
の
人
間
観
に
お
い
て
、
労
働
概
念
は
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
伊
藤
正
雄
が
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
経

済
書
と
の
比
較
で
、『
西
洋
事
情
』
に
現
れ
る
労
働
論
を
簡
単
に
分
析
し
た
の
が
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
と
言
）
47
（

え
、
バ
ー
ト
ン
の
労
働
概
念
と

福
沢
を
比
較
し
た
研
究
は
先
行
研
究
を
検
討
し
た
限
り
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
小
論
で
は
、
バ
ー
ト
ン
の
『
政
治
経
済
学
』
に
現
れ
る
労

働
概
念
が
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
に
現
れ
る
労
働
概
念
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
点
に
着
目
し
、
そ
の
関
係
を
考
察
す
る
。

㈠
　『
政
治
経
済
学
』
と
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
に
お
い
て
の
労
働

　
バ
ー
ト
ン
は
『
政
治
経
済
学
』
の
導
入
部
分
に
お
い
て
、「H

e m
ust work that he m

ay enjo

）
48
（y

」、
福
沢
の
訳
を
借
り
る
と
「
凡
そ



法学政治学論究　第116号（2018.3）

266

我
に
得
る
こ
と
あ
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
我
心
身
を
労
せ
ざ
る
可
ら
）
49
（
ず
」
と
、
人
間
に
と
っ
て
働
く
こ
と
の
重
要
性
を
唱
え
て
い
る
。

　
そ
の
後
バ
ー
ト
ン
は
「
働
く
こ
と
」（w

ork

）
の
概
念
を
労
働
（labour

）
と
し
て
具
体
化
し
、
説
明
し
て
い
く
。
福
沢
は
「
私
有
」
の

説
明
を
最
後
に
『
西
洋
事
情
』
外
編
を
終
え
た
が
、
バ
ー
ト
ン
は
そ
の
次
に
「
労
働
と
生
産
」（labour and production

）、「
価
値
の
源
泉

と
し
て
の
労
働
」（labour as the source of value

）、「
労
働
の
分
業
と
組
織
」（division and organisation of labour

）
と
三
つ
の
章
に
か

け
て
労
働
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
私
有
」
を
説
明
し
、
こ
れ
を
生
み
出
す
作
業
と
し
て
「
労
働
」
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

三
つ
の
章
に
か
け
て
バ
ー
ト
ン
は
、
価
値
の
源
泉
と
し
て
の
労
働
の
概
念
、
労
働
価
値
の
判
断
基
準
、
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
技
術
習

得
の
重
要
性
、
労
働
の
区
分
（
技
術
労
働
と
単
純
労
働
、
生
産
的
労
働
と
非
生
産
的
労
働
）、
労
働
の
区
分
と
組
織
等
、
労
働
の
概
念
定
義
か
ら

労
働
が
価
値
生
産
に
至
る
ま
で
の
流
れ
ま
で
を
詳
し
く
論
じ
て
い
）
50
（
る
。
小
論
で
は
バ
ー
ト
ン
の
労
働
観
の
中
で
、
基
本
的
な
労
働
認
識
、

単
純
労
働
と
知
的
労
働
と
い
っ
た
労
働
区
分
、
心
を
用
い
て
ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
そ
の
主
な
内
容
を
ま
と
め
た
上
で
、

そ
れ
を
考
察
す
る
。

1　

労
働
認
識

　
労
働
認
識
に
つ
い
て
、
バ
ー
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
労
働
は
人
類
に
役
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
役
立
つ
た
め
に
は
、
何
か
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
51
（
い
。
文
明
社
会
で
は
、
財
産
を
持
っ
て
い

る
一
部
の
人
を
除
く
全
て
の
人
は
労
働
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
部
の
人
達
は
、
雇
用
し
て
い
る
ほ
か
の
労
働
者
か
ら
、
あ
る
い
は
先
祖
か
ら
財

産
を
得
て
い
る
人
達
で
あ
る
。
多
く
の
人
は
心
、
力
、
あ
る
い
は
両
方
を
用
い
て
自
身
の
安
楽
と
国
の
文
明
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
英
国
人
民
は
最
も

勤
勉
な
た
め
、
英
国
は
世
界
で
最
も
強
大
な
国
で
あ
）
52
（

る
。
英
国
の
よ
う
な
国
は
、
多
く
の
労
働
を
通
し
て
安
楽
な
生
活
を
営
為
し
て
い
る
。
怠
け
者
は
、

富
裕
な
国
の
利
点
を
得
ら
れ
な
い
。
街
に
い
る
乞
食
は
と
て
も
貧
乏
だ
が
、
と
て
も
怠
惰
で
も
あ
）
53
（

る
。
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　「
役
立
つ
」
た
め
の
労
働
（tends to the benefit of the hum

an race

）
は
、
実
学
を
奨
励
す
る
所
と
国
の
繁
栄
に
労
働
が
つ
な
が
る
点

か
ら
、
福
沢
の
学
問
認
識
と
類
似
し
て
お
り
、
彼
の
実
学
精
神
の
一
つ
の
方
向
性
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
英
国
人
民
が
勤
勉

（industrial
）
で
、
そ
の
結
果
世
界
で
最
も
強
大
な
国
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
そ
の
実
学
的
学
問
を
行
う
に
お
い
て
人
民
が
持
つ
べ
き

心
得
と
な
る
。
つ
ま
り
、
福
沢
が
「
す
ゝ
め
」
て
い
る
学
問
の
方
向
性
、
及
び
そ
の
方
法
は
、
バ
ー
ト
ン
か
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
福
沢
は
「
実
な
き
学
問
は
先
づ
次
に
し
、
專
ら
勤
む
べ
き
は
人
間
普
通
日
用
に
近
き
実
学
な
り
。
譬
へ
ば
、
い
ろ
は
四
十
七

文
字
を
習
ひ
、
手
紙
の
文
言
、
帳
合
の
仕
方
、
算
盤
の
稽
古
、
天
秤
の
取
扱
等
を
心
得
、
尚
又
進
で
学
ぶ
べ
き
箇
條
は
甚
多
）
54
（
し
。」
と
述

べ
、「
役
立
つ
」
学
問
の
重
要
性
を
唱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
「
勤
労
」「
勤
勉
」
と
い
う
エ
ー
ト
ス
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
福

沢
は
バ
ー
ト
ン
の
「
役
立
つ
」
労
働
概
念
を
種
に
し
て
、
学
問
の
方
向
性
、
及
び
姿
勢
の
転
換
を
唱
え
て
い
る
。
ま
た
、
勤
勉
な
労
働
が

国
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
も
、
福
沢
か
ら
み
ら
れ
る
。
福
沢
に
と
っ
て
学
問
は
単
に
個
人
の
豊
か
な
生
活
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
国
の
独
立
の
た
め
の
急
務
で
も
あ
っ
た
。
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
今
の
世
に
生
れ
報
國
の
心
あ
ら
ん
者
は
、
必
ず
し
も
身
を
苦
し
め
思
を
焦
す
ほ
ど
の
心
配
あ
る
に
あ
ら
ず
。
唯
其
大
切
な
る
目
當
は
、
こ
の
人
情
に

基
き
て
先
づ
一
身
の
行
ひ
を
正
し
、
厚
く
學
に
志
し
博
く
事
を
知
り
、
銘
々
の
身
分
に
相
應
す
べ
き
ほ
ど
の
智
德
を
備
へ
て
、
政
府
は
其
政
を
施
す
に

易
く
諸
民
は
其
支
配
を
受
て
苦
み
な
き
や
う
、
互
に
其
所
を
得
て
共
に
全
國
の
太
平
を
護
ら
ん
と
す
る
の
一
事
の
み
、
今
余
輩
の
勸
る
學
問
も
專
ら
こ

の
一
事
を
以
て
趣
旨
と
せ
）
55
（
り
。

2　

単
純
労
働
と
知
的
労
働

　
バ
ー
ト
ン
は
労
働
を
「
力
」（body

）
と
「
心
」（m

ind

）
を
用
い
る
も
の
と
区
分
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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力
、
或
い
は
心
を
用
い
て
働
く
こ
と
を
労
働
と
呼
）
56
（
ぶ
。
人
の
労
働
の
価
値
は
、
そ
れ
に
か
け
る
時
間
で
は
な
く
、
そ
れ
が
生
み
出
す
生
産
性
と
希
少

性
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
船
荷
を
積
み
込
む
人
や
れ
ん
が
工
は
時
計
屋
よ
り
働
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
者
が
で
き
る
人
は
五
十

人
で
、
後
者
は
一
人
し
か
い
な
い
た
め
、
時
計
屋
の
収
入
は
船
荷
を
積
み
込
む
人
や
れ
ん
が
工
よ
り
多
い
。
も
し
こ
れ
に
不
満
を
持
つ
労
働
者
が
い
た

ら
、
そ
の
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
そ
の
労
働
者
た
ち
に
時
計
屋
の
根
気
の
い
る
労
働
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
や
ら
せ
て
み
れ
ば
良
い
の
で
あ
）
57
（

る
。
ま
た

生
産
性
の
場
合
、
労
働
に
対
し
て
世
界
が
付
け
る
価
値
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
労
働
者
は
時
々
、
他
の
人
が
自
身
よ
り
給
料
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
不
満

を
言
う
。
そ
の
答
え
は
前
と
同
様
、
そ
の
人
た
ち
に
給
料
の
多
い
仕
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
や
ら
し
て
み
れ
ば
良
い
。
知
的
な
仕
事
は
た
く
さ
ん
の
努

力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
、
力
仕
事
よ
り
難
し
い
労
働
で
あ
る
。
知
的
労
働
は
一
般
的
に
は
る
か
に
多
い
収
入
を
得
て
、
高
く
尊
敬
さ
れ
）
58
（

る
。

福
沢
は
バ
ー
ト
ン
と
同
様
「
都
て
心
を
用
ひ
心
配
す
る
仕
事
は
む
づ
か
し
く
し
て
、
手
足
を
用
る
力
役
は
や
す
）
59
（
し
」
と
、
労
働
を
二
つ
の

種
類
に
区
分
し
て
い
る
（
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
も
、
こ
の
よ
う
な
労
働
区
分
を
し
て
い
）
60
（

る
）。
ま
た
「
醫
者
、
学
者
、
政
府
の
役
人
、
又
は
大
な
る
商

売
を
す
る
町
人
、
夥
多
の
奉
公
人
を
召
使
ふ
大
百
姓
な
ど
は
、
身
分
重
く
し
て
貴
き
者
と
云
ふ
べ
）
61
（
し
」
と
、
心
を
用
い
る
仕
事
が
身
分
高

い
仕
事
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
福
沢
は
バ
ー
ト
ン
の
言
う
労
働
生
産
性
や
希
少
性
で
は
な
く
、
身
分
の
高
低
差
で
そ
れ
を
裏
付
け

て
い
る
。
こ
れ
は
、
身
分
制
度
の
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
、
身
分
制
度
か
ら
脱
皮
し
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
日
本
国
内
に
向

け
て
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
作
業
か
も
し
れ
な
い
。

3　

ス
キ
ル
獲
得

　
労
働
に
お
い
て
の
ス
キ
ル
獲
得
に
つ
い
て
、
バ
ー
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
力
を
用
い
る
単
純
労
働
者
は
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
単
純
労
働
者
が
一
日
で
で
き
る
仕
事
の
量
は
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い

る
）
62
（

。
と
こ
ろ
が
、
心
が
労
働
に
加
わ
る
と
生
産
性
は
無
限
大
に
近
く
上
が
る
。
あ
る
人
は
他
の
人
に
比
べ
て
5
‐
6
倍
の
知
的
労
働
が
で
き
る
。
ス
キ
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ル
が
労
働
に
加
わ
る
利
点
が
分
か
）
63
（
る
。
ス
キ
ル
を
磨
く
た
め
に
は
、
忍
耐
と
勤
勉
、
粘
り
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
そ
れ
は
身
体
能
力
の
高
い
時

期
、
つ
ま
り
若
い
頃
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
言
語
の
習
得
は
大
変
だ
が
一
旦
習
得
す
る
と
と
て
も
使
い
や
す
）
64
（
い
。
ス
キ
ル
は
勤
勉
な
人
が

得
ら
れ
る
も
の
で
、
怠
惰
な
人
は
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
頭
を
使
っ
て
ス
キ
ル
を
磨
き
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
と
、
良
い
未
来
を
迎
え
ら
れ
）
65
（

る
。

ス
キ
ル
（skill, intellect

）
は
、
福
沢
の
「
学
問
」
と
最
も
類
似
し
て
い
る
バ
ー
ト
ン
の
単
語
か
も
し
れ
な
い
。
福
沢
の
「
学
問
」
は
、

「skill

」
の
よ
う
な
技
術
的
な
面
と
、「intellect

」
と
い
っ
た
知
的
能
力
の
面
も
含
む
も
の
で
、
実
学
精
神
と
そ
の
具
体
的
方
法
全
般
を

併
せ
持
っ
て
い
る
。
バ
ー
ト
ン
は
、
ス
キ
ル
の
獲
得
が
労
働
に
お
い
て
生
産
性
を
無
限
大
に
近
く
増
大
さ
せ
る
要
素
だ
と
述
べ
て
い
る
。

福
沢
も
、「
身
分
重
く
し
て
貴
け
れ
ば
自
か
ら
其
家
も
富
で
、
下
々
の
者
よ
り
見
れ
ば
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
や
う
な
れ
ど
も
、
其
本
を
尋
れ

ば
唯
其
人
に
学
問
の
力
あ
る
と
な
き
と
に
由
て
其
相
違
も
出
來
た
る
の
み
に
て
、
天
よ
り
定
た
る
約
束
に
あ
ら
ず
…
…
人
は
生
れ
な
が
ら

に
し
て
貴
賤
貧
富
の
別
な
し
。
唯
学
問
を
勤
て
物
事
を
よ
く
知
る
者
は
貴
人
と
な
り
富
人
と
な
り
、
無
学
な
る
者
は
貧
人
と
な
り
下
人
と

な
る
な
）
66
（

り
」
と
、「
貴
人
」
に
な
る
た
め
に
は
学
問
を
磨
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
身
に
才
德
を
備
ん

と
す
る
に
は
物
事
の
理
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
物
事
の
理
を
知
ら
ん
と
す
る
に
は
字
を
学
ば
ざ
る
べ
か
ら
）
67
（
ず
」
と
唱
え
て
い
る
。「
字

を
知
る
」
と
い
う
「skill

」
的
な
も
の
と
、「
物
事
の
理
を
知
る
」
と
い
う
学
問
精
神
の
高
揚
を
同
時
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

学
問
の
例
と
し
て
上
述
の
よ
う
「
い
ろ
は
四
十
七
文
字
を
習
ひ
、
手
紙
の
文
言
、
帳
合
の
仕
方
、
算
盤
の
稽
古
、
天
秤
の
取
扱
」
の
例
を

挙
げ
、
単
純
な
「
力
役
」、
つ
ま
り
技
術
が
な
く
て
も
で
き
る
仕
事
で
は
な
く
、
何
等
か
の
ス
キ
ル
獲
得
に
よ
っ
て
で
き
る
仕
事
を
勧
め

て
い
る
。

㈡
　
ま
と
め

　『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
に
お
い
て
、
学
問
は
「
労
働
」
そ
の
も
の
（w

ork

）
で
も
、
労
働
の
中
で
バ
ー
ト
ン
の
言
う
「
知
的
労
働
」
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（intellectual labour

）
で
も
あ
っ
た
。
勤
勉
に
働
く
こ
と
が
個
人
の
経
済
独
立
、
さ
ら
に
は
国
家
の
独
立
に
つ
な
が
る
点
で
は
学
問
は
労

働
で
、
勤
勉
に
働
く
労
働
者
の
お
か
げ
で
英
国
が
世
界
一
の
強
国
に
な
っ
た
と
述
べ
る
バ
ー
ト
ン
の
認
識
と
脈
を
一
緒
に
す
る
。
一
方
で
、

心
を
用
い
る
仕
事
が
富
と
名
誉
を
も
た
ら
し
、
貴
い
身
分
に
な
れ
る
手
段
で
あ
る
と
述
べ
る
点
か
ら
は
、
福
沢
が
勧
め
る
学
問
は
バ
ー
ト

ン
の
言
う
「
知
的
労
働
」
で
あ
る
。

　
バ
ー
ト
ン
の
『
政
治
経
済
学
』
に
お
い
て
の
労
働
概
念
は
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
に
現
れ
て
い
る
実
学
精
神
の
種
を
提
供
し
た
。

バ
ー
ト
ン
は
『
政
治
経
済
学
』
に
お
い
て
、
経
済
的
観
点
か
ら
技
術
的
な
「
労
働
」
概
念
と
精
神
的
な
「
勤
勉
」
を
説
明
し
て
い
る
。
福

沢
は
そ
れ
を
実
学
精
神
と
結
び
つ
け
、
バ
ー
ト
ン
の
労
働
認
識
か
ら
「
勤
労
」「
勤
勉
」
の
精
神
を
見
出
し
て
い
る
。「
勤
労
」「
勤
勉
」

の
エ
ー
ト
ス
の
中
に
、「
ス
キ
ル
獲
得
」
や
労
働
区
分
は
位
置
づ
け
ら
れ
、
福
沢
の
実
学
思
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
終
わ
り
に

　
小
論
で
は
、
初
期
福
沢
の
翻
訳
書
の
時
代
を
通
し
て
、
福
沢
が
西
洋
か
ら
受
け
入
れ
た
人
間
の
権
利
と
義
務
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
人
間
活
動
と
密
接
に
関
連
す
る
労
働
概
念
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
い
、『
学
問
の
す
ゝ

め
』
初
編
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
ま
ず
『
西
洋
事
情
』
外
編
に
お
い
て
福
沢
が
重
視
し
た
人
間
の
義
務
の
一
つ
が

経
済
的
独
立
で
、
自
由
は
そ
れ
の
実
現
の
た
め
に
与
え
ら
れ
る
権
利
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
人
間
の
権

利
と
義
務
の
関
係
の
中
で
自
由
の
位
置
づ
け
を
究
明
し
た
。
ま
た
、
福
沢
が
影
響
を
受
け
た
西
洋
書
物
が
経
済
書
で
、
そ
こ
か
ら
私
有
権

へ
の
関
心
が
う
ま
れ
た
点
、
ま
た
そ
の
中
で
も
特
許
と
著
作
権
と
い
っ
た
、
学
者
の
身
分
で
あ
る
福
沢
と
関
係
深
い
権
利
に
注
目
し
た
点

を
明
ら
か
に
し
た
。

　『
西
洋
事
情
』
二
編
で
は
、
外
編
の
概
念
が
よ
り
深
く
、
具
体
化
さ
れ
る
。
ま
ず
、
権
利
と
義
務
は
一
見
対
峙
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
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る
が
、
あ
る
人
の
権
利
は
他
人
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
相
互
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
福
沢
は
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
法
律
書
を
通
し
て

理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
自
由
」
や
「
私
有
」
概
念
は
よ
り
具
体
化
さ
れ
、
生
存
権
や
住
居
権
、
財
産
権
と
い
っ
た
法
律
と

し
て
現
れ
た
。
ま
た
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
書
を
引
用
し
た
「
収
税
論
」
を
二
編
に
載
せ
、
納
税
が
政
府
の
運
営
の
た
め
人
民
が
行
う
べ

き
義
務
で
あ
る
点
、
そ
し
て
そ
の
税
金
を
納
め
た
政
府
が
そ
れ
を
用
い
て
行
う
べ
き
義
務
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
。

　
さ
ら
に
、
福
沢
が
影
響
を
受
け
た
バ
ー
ト
ン
の
『
政
治
経
済
学
』
に
は
労
働
概
念
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、

『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
で
唱
え
ら
れ
る
「
学
問
」
が
バ
ー
ト
ン
の
「
労
働
」
概
念
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　
小
論
で
取
り
上
げ
た
時
期
は
主
に
福
沢
が
翻
訳
書
を
出
版
し
た
時
期
で
あ
る
。
福
沢
は
西
洋
の
著
作
か
ら
自
身
の
思
想
判
断
の
根
拠
を

習
得
し
、
こ
の
時
期
を
経
る
と
本
格
的
に
日
本
国
内
の
情
勢
を
診
断
し
、
自
身
な
ら
で
は
の
処
方
箋
を
提
言
し
た
。
従
っ
て
、
小
論
で
取

り
上
げ
た
翻
訳
の
時
代
と
と
も
に
、
こ
れ
を
実
際
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
明
治
日
本
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
極
め

て
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
固
よ
り
、
小
論
も
翻
訳
の
時
代
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
実
際
福
沢
が
こ
れ
ら
の
考
え
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
日

本
国
内
に
適
用
し
た
か
に
つ
い
て
の
検
討
に
は
紙
面
の
制
約
に
よ
り
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
念
頭
に
入
れ
る
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
1
）  

「
人
間
観
」
と
い
う
用
語
を
直
接
的
に
用
い
た
研
究
に
つ
い
て
は
武
田
清
子
「
福
沢
諭
吉
の
人
間
観
」（『
国
際
基
督
教
大
学
学
報
Ⅰ
‐
Ａ
、
教

育
研
究
』
第
五
号
、
一
九
五
八
年
）
及
び
児
玉
友
春
「
福
沢
諭
吉
の
封
建
的
人
間
観
」（『
皇
学
館
論
叢
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
一
年
）、
長
谷
川

精
一
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
天
賦
人
権
論
と
天
賦
能
力
論
：
徳
育
論
の
基
礎
と
し
て
の
人
間
観
の
分
析
」（『
京
都
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
七

号
、
一
九
九
一
年
）
及
び
中
沢
鐵
「
福
沢
諭
吉
の
道
徳
思
想
と
人
間
観
：
福
沢
の
道
徳
教
育
論
の
前
提
に
つ
い
て
の
考
察
⑴
」（『
教
育
科
学
研

究
』
第
二
号
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
を
参
照
。
特
に
中
沢
の
論
文
に
は
、
福
沢
の
人
間
観
の
先
行
研
究
分
析
が
よ
り
詳
し
く
行
わ
れ
て
い
る
。

（
2
）  

代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｍ
・
ク
レ
イ
グ
、
安
西
敏
三
、
松
沢
弘
明
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
つ
い
て
は
、
本

文
を
論
じ
な
が
ら
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
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（
3
）  

例
え
ば
武
田
清
子
は
「
福
沢
諭
吉
の
人
間
観
」
に
お
い
て
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
二
編
か
ら
一
八
九
七
（
明
治
三

〇
）
年
の
『
福
翁
百
話
』
ま
で
の
発
言
を
集
め
て
論
議
を
展
開
し
て
い
る
。

（
4
）  

小
論
で
用
い
た
資
料
はPolitical Econom

y, for U
se in Schools, and for Private Instruction, Edinburgh: W

illiam
 and Robert 

Cham
bers, 1852

で
あ
る
（
以
下Political Econom

y

）。

（
5
）  
福
沢
は
『
政
治
経
済
学
』
を
目
次
通
り
に
翻
訳
し
た
が
、「
競
争
シ
ス
テ
ム
の
反
対
に
つ
い
て
の
考
察
」（O

bjections to the Com
petitive 

System
 Considered

）
を
省
い
て
い
る
。
こ
の
章
は
、
全
て
の
人
民
の
富
を
同
じ
く
す
る
共
産
主
義
が
国
家
に
導
入
さ
れ
る
と
ど
う
い
っ
た
弊

害
が
予
想
さ
れ
る
か
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。

（
6
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）
三
八
五
頁
。

（
7
）  

ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｍ
・
ク
レ
イ
グ
著
、
足
立
康
訳
『
文
明
と
啓
蒙
：
初
期
福
沢
諭
吉
の
思
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
八
六

頁
。『
西
洋
事
情
』
外
編
と
バ
ー
ト
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
ク
レ
イ
グ
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
で
あ
る
。

（
8
）  

そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
人
間
観
は
地
理
書
の
感
覚
に
近
い
「
人
種
観
」
に
近
か
っ
た
。
詳
し
く
は
、
姜
兌

「
初
期
福
沢
諭
吉
の
人
種

観
―
Ｓ
．
Ａ
．
ミ
ッ
チ
ェ
ル
問
題
」（『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
四
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
9
）  Political Econom

y, notice.

（
10
）  

前
掲
『
文
明
と
啓
蒙
』
八
六
頁
。

（
11
）  

バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
著
、
市
井
三
郎
訳
『
西
洋
哲
学
史
：
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
政
治
的
・
社
会
的
諸
条
件
と
の
関
連
に
お
け
る
哲
学

史
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年
）
六
一
七
頁
。

（
12
）  

バ
ー
ト
ン
は
「
労
働
の
分
業
と
組
織
」（D

ivision and O
rganisation of Labour

）
章
に
お
い
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
の
有
名

な
例
で
あ
る
ピ
ン
生
産
の
例
を
挙
げ
て
、
分
業
が
労
働
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
無
論
労
働
価
値
説
を
基
盤
と
し
た
こ

の
分
業
理
論
も
、
ス
ミ
ス
が
主
唱
し
た
理
論
で
あ
る
。Political Econom

y, pp. 78 -82. 

参
照
。
ま
た
、
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
に
現
れ
る
分
業

概
念
に
つ
い
て
は
、H

a-joon Jang, Econom
ics: The U

ser

’s G
uide, Bloom

sbury Press, 2014, pp. 25 -26. 

を
参
照
。

（
13
）  Econom

ics: The U
ser

’s G
uide, p. 85.

（
14
）  Ibid., p. 86.

（
15
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
八
九
頁
。

（
16
）  

「freedom

」
と
「liberty

」
の
摂
取
に
つ
い
て
、
安
西
敏
三
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
：
自
然
法
・
功
利
主
義
・
進
化
論
』（
名
古
屋
大
学
出
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版
会
、
一
九
九
五
年
）
二
三
二
―
二
四
二
頁
を
参
照
。

（
17
）  Political Econom

y, p. 1.
（
18
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
八
九
頁
。

（
19
）  
前
掲
『
文
明
と
啓
蒙
』
九
四
頁
。

（
20
）  
例
え
ば
鈴
木
貞
美
は
一
般
的
な
儒
学
な
い
し
天
道
思
想
で
「
自
由
」
の
概
念
を
受
け
と
め
て
い
た
と
み
て
お
り
、
金
錫
根
は
福
沢
が
西
洋
を
紹

介
し
な
が
ら
注
目
し
た
「
自
由
」
に
は
既
に
「
民
権
」
概
念
が
含
ま
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
鈴
木
貞
美
「
明
治
期
日
本
の
啓
蒙
思
想
に
お
け

る
「
自
由
・
平
等
」
―
福
沢
諭
吉
、
西
周
、
加
藤
弘
之
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
研
究
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
及
び
金
錫
根
著
、
李
英
美
訳

「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
「
自
由
」
と
「
通
義
」：「
独
立
不
覊
」
の
政
治
学
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
二
八
号
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
、

「
擬
制
」
を
中
心
に
福
沢
の
自
由
観
に
お
い
て
方
法
論
的
視
座
を
提
示
し
た
研
究
と
し
て
、
松
田
宏
一
郎
『
擬
制
の
論
理
　
自
由
の
不
安
』（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
21
）  

宮
村
治
雄
「
自
由
」（
米
原
謙
編
『
政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開
』
10
巻
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
及
び
「
福
沢
諭
吉
に
於
け
る
「
専
擅
」

と
「
自
由
」」（『
福
沢
諭
吉
年
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